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背景・社会的意義等

⽬標・令和７年度実績・成果・課題

ポイント

北海道研究部（名寄市）

筑波研究部（つくば市）
育種⽣理研究室、栽培研究室

薬⽤植物スクリーニングプロジェクト

種⼦島研究部（熊⽑郡） カノコソウ

オタネニンジン

インドジャボク

〇 ⽇本唯⼀の薬⽤植物のナショナルリファレンスセンターとしての機能強化が求められている
〇 国外からの薬⽤植物資源・種苗⼊⼿は⾮常に困難であり、資源・種苗供給源としての期待が⾼まっている

〇 植物資源の確保に関し約4,000系統の植物、約300系統の培養物を維持、諸費⽤⾼騰の中、温暖化対策、多様性確保が課題
〇 薬⽤植物資源の提供に関し、植物体（種⼦、苗等）、植物エキス等を提供し、研究を⽀援、提供点数増加が課題
〇 ⼤⿇取締法改正に関連した取組として、全国の⼤⿇草⽣産農家の実態調査を継続、国内⼤⿇草⽣産農家の⽀援が課題
〇 新たな栽培指針作成に向け栽培試験・品質評価法検討を実施し、⽣薬国内⽣産量増加に貢献、早期の公表と普及が課題
〇 ⽣薬の国際標準規格化に関する国際会議に参画し、国⺠の健康・国益を守るために活動、継続的な⽀援の獲得が課題
〇 新技術による植物等の開発に関し、培養苗・⽔耕栽培を活⽤した採種システムを検討し、ゲノム育種
（ゲノム編集等）のためのゲノム情報整備を開始、早期実⽤化が課題

〇 新品種の育成、普及に関し、栽培技術の体系化、登録品種の産地化育成を実施、産地拡⼤が課題
〇 創薬シーズ等の整備・活⽤に関し、独⾃/共同研究を推進し、病害原因菌を⽤いた抗菌活性
評価系、植物エキス中のクマリン化合物簡便測定法を確⽴

〇 薬⽤植物等に関する相談、⾒学等に随時対応し、正しい知識の普及に貢献
〇 種苗・栽培技術を提供し国内栽培推進に貢献、成分探索共同研究等を実施し、創薬等に貢献
〇 研究成果をまとめた「薬⽤植物 栽培と品質評価Part1〜13」の電⼦書籍版を10⽉に発刊し
国内栽培推進に貢献

概要



『薬⽤植物資源研究センター 』のミッション
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⽣薬の国内⽣産の流れ

種苗の増殖・供給
⽣産・販売

種苗の確保
優良種苗育成
保存・提供

栽培・管理
機械化、肥料、除草、病害
⾍対策、農薬の適正使⽤

収穫・加⼯調製
機械化

⽣薬原料
医薬品

⾷品・化粧品

原料⽣薬の国内栽培推進が直⾯している課題
1）種苗の確保 優良品種がほとんどなく、種苗の供給体制が未整備
2）栽培技術者・指導者の育成 篤農家の⾼齢化が急速に進んでいる
3）⽣産の効率化・継続性 技術基盤（機械化、農薬の適正使⽤等）が乏しい

企業・⼤学・公的研究機関
等と協働

薬⽤作物産地⽀援協議会（薬産協：全国農業改良普及⽀援協会と⽇本漢⽅⽣薬製
剤協会により2016年2⽉設⽴）は、農⽔省補助事業を活⽤し、⽣産者と実需者
（製薬企業等）のマッチング、栽培指導者向け栽培技術研修会の開催等を実施中

! 薬⽤植物等の重点的保存、資源化、戦略的確保、関連情報の集積・発信により薬⽤植物等の栽培及び創薬等を⽀援
! 薬⽤植物資源の⾼度な活⽤に資する応⽤研究を⾏い、創薬等のシーズとなる品種の育成、各品種等に適した植物・

苗の⽣産システム等の構築

薬⽤植物資源研究センターは、上記課題解決に向けて以下の2つのAMED課題を遂⾏中
AMED研究（代表）「持続可能な薬⽤植物の⽣産基盤技術開発及び産地形成に関する研究」（2023〜2027）
AMED研究（分担）「薬⽤植物の産地拡⼤に向けた⽣産技術の開発研究」（2023〜2027）

2022年度の⾃給率はわずか9%
国内栽培推進は喫緊の重要課題！

概要



『薬⽤植物資源研究センター 』の研究室＆研究プロジェクト（令和７年度）
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国内唯⼀の薬⽤植物に関する総合研究センター
多様な環境の3拠点で4,000系統以上の薬⽤・有⽤植物を維持・保存し研究資源を提供
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ワシントン条約、⽣物多様性条約、名古屋議定書、防疫措置強化等により国外からの種苗の⼊⼿は⾮常に困難
研究資源提供機関としてセンターの重要度は年々⾼まっている ← 資源供給量の増加と多様性維持の両⽴が⼤きな課題
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『北海道研究部』：成果のトピック
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成果
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★ シャクヤク薬⽤品種「べにしずか」のエキスを
⽤いた化粧⽔・乳液が発売（2025年8⽉21⽇）
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★ ウラルカンゾウ品種「Glu-0010」とその増殖技術が
⺠間企業1社へライセンス化（2025年4⽉1⽇）
! ;< => ?@0 12345 67 8 9 +, A B C DEFG:

★ ウラルカンゾウ品種「SUPACOR」の育成と特性評価
⽣薬学雑誌 79(2)
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★ ウラルカンゾウ栽培の体系化

北海道の⽣産地で⽣じた初期
⽣育不良は⼟壌⽔分過多によ
る⽣理障害が原因であり、特
に下層⼟の排⽔性が関連して
いると推察された

bcdeffgf

OPQ %&'( 3R5S
TU&!VWXY Z [\

<=>? @ABCD]: ^_ ` EFGH % &'abKLMNc d
'(e" 3 f gS BC

★ ヘソディムに基づくカノコソウの⼟壌病害管理技術の開発
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★紙筒を利⽤したトウキ育苗法の開発

紙筒育苗に適した条件を⾒出した
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⽣薬学雑誌 79(2)
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★優良系統育成技術の開発
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『種⼦島研究部』：成果のトピック
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成果
<=>? @ABCD]:^_ ` EFGH %&'abKLMNc d '(e" 3 f gS BC

★ 九州南部地域における持続的な⽣薬インドジャボク⽣産技術の開発
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『筑波研究部・育種⽣理研究室』：成果のトピック
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成果
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成果
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今後

北海道研究部

種⼦島研究部

筑波研究部・育種⽣理研究室

筑波研究部・栽培研究室

筑波研究部・薬⽤植物!"

! 薬⽤植物の品質・⽣産性向上を⽬指した品種育成・栽培技術開発、⽣産地⽀援
! 北⽅系植物資源の収集・保存・分譲

! AMED「持続可能な薬⽤植物の⽣産基盤技術開発及び産地形成に関する研究」の実装化による国内栽培推進
! 植物⼯場・バイオテクノロジー応⽤分野における企業との共同研究推進と得られた研究成果の積極的な実装化
! ISO/TC249における伝統医学分野の国際標準化活動の継続と国益を損なうことのないよう標準書案策定を主導

! 国内栽培推進に向けた優良品種選抜・育成とそれらの維持・増殖
! 国内栽培に適した栽培⽅法及び品質評価⽅法の開発と栽培技術普及のための栽培指針の作成
! 栽培植物の採種を実施し、資源を保存するとともに、野⽣種⼦の採集や種⼦交換等を通じて、新たな遺伝資源を導⼊

・採集未踏府県における植⽣調査ならびに植物採集
・エキスライブラリーの海外展開における分譲条件等の整備

! AMED「持続可能な薬⽤植物の⽣産基盤技術開発及び産地形成に関する研究」の遂⾏による実⽤的なインドジャボク⽣産
栽培⽅法の普及

! 未同定の保有資源の活⽤可能化のための株の更新等


